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1 . は じめ に

大学事務
一

元 化 ､ 定員削減等が進む中､ 平成 11

年 に行われた 工学部創立 30 週年記念式典を契機に ､

我 が技術部に 三重大学講堂
･ 三 翠ホ

ー

ル ( 以 下 ､

講堂と い う) 内 の 各機器装置の 取り扱い に 関し て

支援し て ほ し い と の 依頼があ っ た ｡ 理 由 と して は ､

前記 した大学 の 事務
一 元化

･ 定員削減に よる事務

官 の減少と事務官 の 人事異動が 3 年前後で 行われ

るため ､ 講堂機器 等 の 操作技術 の 継承が 困難で あ

ると い う こと か ら で ある｡

今報告で は ､
これ ま で に携わ っ た 2 度の 代表的

な機器操作支援 を含め ､ 講堂内の 設備機器紹介と

今後 の 講堂機器操作グル
ー プ の 展望を述 べ る｡

2 . 三 I 大学計堂

19 95 年 ( 平成 7 年) 2 月 に ､
本施設 は竣工 され

た｡ 利 用 目的は ､ 学術研 究に おける国内外 の交流や

地域に 開 か れた大学とし て ､ 教育研 究活動に 関わ

る各種行事
･ 国 内外 の 諸会議 ･

一

般 市民向け公 開

講座
･

特別講義等で あ る｡

名称は ､ 学内 の公 募により ｢ 三翠 ホ
ー

ル｣ と 名

付 けられ た｡ 三 翠とは 三重 の 地を表す三 つ の 翠( 山 ､

海 ､ 空) をイ メ
ー ジ した も の で あり ､ 教職員 ･ 学

生 の 間に親しまれ て い る｡ 建物外観は ､ 低くお さ

えた正方形 の 大屋根にまとめ ､ 形 は 三重大学キャ

ン パ ス の す ぐ正 面 に位置する伊勢湾に生息す る貝

殻をイ メ
ー ジ し たデザイ ン とな っ て い る

｡
図 1 に ､

三 重大学講堂の全景写真を示す ｡

3 . t[ 堂の施設 . 投dF の8E 手

本講堂 の 概要は ､ 建築面積 3 6 5 2 m
2

､
述 べ 面積

4 0 8 4 m
2

､ 構造 ･ 規模 に つ い て は ､ 鉄骨鉄筋 コ ン ク

リ ー ト造り 2 階建 て ､ 最高高さ 2 2 .9 m
､ 各階床面

積と主な施設内容は ､
1 階 2 9 4 8 m

2

で
､ 舞台 ( 開 口

幅
.
2 0 m

､ 奥行 9 . 5 m
､ 開 口 高 8 m ) ､ 大 ホ

ー ル
､ 小

ホ
ー

ル
､
ホ ワ イ エ

､
控室

､
管理室 を有 し ､ 2 階は ､

1 1 3 6 m
2

で
､ 調 光室 ､ 投光室 ､ 調整室 ､ 電気室 ､ 機

械室 がある｡ ま た ､ 収容人員は 16 5 0 名 ､ 主要 設備

は ､
ス タ ジ オ レ コ

ー

ダ
ー

､
オ ー バ ー - ツ ドカ メ ラ

､

ビ デ オプ ロ ジ ェ ク タ
ー

､
ス ク リ

ー

ン
､
ピ ア ノ を備
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え て い る 1)_, 周 2 に 講堂 見取り図 を示す｡ Eg 3 に

講 堂内 の 電源
･ 照 明 お よび空調関係 を操作する管

理室内 の 写真を示す c また ､ 図 4 は 音響等調整室

か ら戟た 大 ホ
- ル 内 の 模 様 で ある,
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4 . 大 ホ
ー

ル の構成機器設備

4 . 1 青学調整卓

図5 に音響機器卓 の 写真を示す ⊂ 卓 の 装備は ､ 舞

台固定 マ イ ク1 0 本 ,
ワ イ ヤ レ ス マ イ ク 6 本 ､

三 点

吊 り マ イ ク l 本 ､
映 像装置 .

C D ､
カ セ ッ ト ､

i)A T 等

の 音声 を 入力 ･ 調整 し ホ
-

/ レ内 の 各 ス ヒーカー等

へ 出力させ る こ と が できる ｡
圭 た

. 開 演ブ ザ
ー ･

イ ン カ ム も操作可能で ある
'

2 )
I

4 . 2 映像送出装置 ･ 効 果稔暴 卓

図 6 に 映像送出装置及び効果機器卓 の 写真を示

す
｡
映 像送出装置は ､ 写真輿に ある媒台 で あ る-

テ レ ビ
･

V H S ビ デ オ ･

8 m m ビデ オ ･

11 1 1 ビデ オ ･

レ
ー ザ - デ ィ ス ク

. ス ラ イ ド等が 収納され て い る ン

写真手前 の 卓が , 効 果機蕃卓で ある｡ 8 c h オ -

ト マ チ ッ ク ミ キサ
ー

･ 業務用 C D プ レ
ー ヤ ー ･ ス テ

レ オ シ グ ナ ル プ ロ セ ッ サ
-

･ 業 務 用 マ ス タ
ー

カ セ

ッ トデ ッ キ ･ デ ジ タ ル テ
ー

プ デ ッ キ 等 の 機器 を備

え て い る. ‥ 吏た ､ 中央 の 音響調 整卓 の 上 に 設置 さ

れ て い る U ) が ､ 出力 監視盟 と呼 ばれるもの で あ り

各出力機器か ら出され た信号を モ ニ タ リ ン グす る

ことが で きる｡

4 . 3 照明調整卓

回 7 に 照 明調整卓 の写真を 示す ｡
大 ホ - ′レ内 ( 舞

台上 ･ 天 井 ･ 側面) に 設置され た 41 個 の 各種 ラ イ

ト の 点灯 と フ ェ
ー ド機能 が 使え ,

ま た数種類 の シ

ー ン 記憶を行 う こ と が で きる o
勿 論 ､

マ ニ ュ ア ′レ

で の 制御も可能で ある｡

4
_
4 入 出力パ ッ チ架 ･ 出力制御 架 ･ 電力増幅

架 ･ I T V 架
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回 8 に 入 出 力 / i ッ チ 架
･ 出 力制御架 ･ 電力増幅

架 . 1 T V 架を 示 す =
設 置場所は ､ 前記音響調整

卓等 の 反対側 で あ る ｡ 入 出力 パ ッ チ 架は ,
ホ

ー

ル

内音 声 等 コ ン セ ン ト盤 か ら音響調 整卓間 の 接続
･

切替を行う.= 出力制御架
は

､ 音質音量調節
. 周波

数特性 の 補 正 を行 う｡ 電 力増幅架は ､
3 架台あ り 出

力増幅架出 力を受け各 ス ピ
- カ ー

駆 動を行 う｡ ま

た
､
1 Tl･

'

架 に は カ ラ
ー モ ニ タ

ー ( 4 画面卜 回転台

リ モ コ ン ･ 録画 VH S ビ デオ
･

B S 受信機等が設 置さ

れ て い る
勺

4 .
5 ス ポ ッ トライ ト/ プロ ジ ェ クタ

ー

図 9 に 設置され て い る 二台 の ス ポ ッ ト ラ イ トと

液晶プ ロ ジ ェ ク タ - の 写真を示すo 共 に 調整室の

中央に あり ､ 舞 台 に 向 か っ て 設置され て い る ｡
液

晶 7
つ

ロ ゾ ェ ク タ
-

は ,
T V ･ ビ デ オ及 び ス ラ イ ド等

の 映像信 号を舞台背 面 に 降 り て くる ス ク リー ン に

映 す こ と が で き る こ

4. 6 照明
バ ッ チ 架/ 吊物制御盤

- 3 7 -



図 1 0 に舞台袖下手側にある照明パ ッ チ架と吊物

制御盤の 写真を示す｡ 写真右側の 照明 パ ッ チ架は ､

前記調整室 に ある照明調 整卓とリ ン ク して お り ､

ま た独 自の 調整も可能で あ る｡ 吊物制御盤 は ､ 舞

台 の 幕 ･ バ ト ン と 天井反射板の上 下降の 制御がで

きる｡ ま た ､ 舞台上 に 設置され て い る マ イ ク
･ ス

ピ
ー

カ
ー

･ 電源の 各 コ ン セ ン トを図 11 に示す｡

5 . 小 ホ
ー

ル の機器設備

図 12 の 写真に ′トホ
ー

ル 内風景を示す｡ 小 ホ
ー

ル

は , 収容人員 (机椅子使用時) 1 50 名 ､ ( 椅子 の み

使用時) 30 0 名 で あ る｡ 可動椅子 を配置して い るた

め各行事に応 じた自由な レ イ ア ウ トが行え る｡ ま

た
､
ホ

ー ル 中央に可動式パ
ー テ ィ シ ョ ン が 設置さ

れ てお り 2 分割 に する こも できる｡

機器は ､
A V 機 器制御シ ス テ ム (M I C S Ⅲ) が設置

され て い る
o
図 1 3 に 機器の 全容を示す D

M I C S Ⅲ は

O HC ( 書画 カ メ ラ)
･ ビ デ オ ･ C D ･ カ セ ッ ト

･

T V
･

ス ク リ ー

ン
･ カ ー テ ン ･ 蛍光灯 ･ ダウ ン ライ ト

･

1 6 m 皿 フ イ ル ム
･

マ イ ク等を PC に よ り集中管理でき

る｡

6 . 過 去支援行事

平成 1 2 年 1 1 月現在 ､ 細 かな操作支援を含め多

数回 の講堂支援を行 っ てき て い る｡ 今報告では ､

グ ル ー プ に所属する全員 (6 名) が支援 した 2 つ の

工学部行事に つ い て 紹介する ｡

工 学部創設 3 0 周年記念行事は ､ 我々 グル
ー プ が

結成されたき っ か けとな っ た行事である｡ 図 1 4 に

行事プ ロ グ ラ ム を示す ｡
6 名 の メ ン バ

ー が音響､ 照

明 ､ 舞台に 各々 2 名 が張り付き ､ 機器の 操作を行 っ

た｡

図 1 5 に 平 成 12 年度 工 学部新入生 オリ エ ン テ
ー

シ

ョ ン の プ ロ グラ ム を示す ｡
こ の 行事 - の 支援も 6

名 が参加し前記 の 3 箇所に配置し支援を行 っ た｡

7 . おわりに

定員削減
･ 事務合理化をき っ か けに ､ 大学全体

- の 総合支援と い う形で は じま っ た講堂機器操作

操作グル
ー プ で あ る

｡
講堂内機器設備が技術職員

の 専門外 か どうか の議論もあると思われ るが , 個

人的には各機器設備に関して 深 く携わ っ て みると

決し て簡単なもの で はなく ､ 専門的な知識や技術

力 を発揮で きる場で あると信じて い る｡

今後 の ス テ ッ プ と して ､ まず 完成させ なけれ ば

い けな い もの に機器操作の 簡易 マ ニ ュ ア ル
･ 装置

安全 マ ニ ュ ア ル等 の 作成が あると思う｡ 講堂を不

特定多数の 職員 ･ 学生等が使用 して い るため設備

機器等の 管理も不十分で あると考える｡

将来､ よ り
一

層の 定員削減等 により他学部 - の

支援及び機器設備管理も視野に 入れ て 活動を行 っ

て い き た い と思う｡ そ の為 の 担保と して ､ 経験を

積む こと は勿論 であ るが ､ 民間主催の 音響
･ 照 明

セ ミナ
ー

- 参加 し技術力をあげて い く必要がある

と強く思 っ て い る｡ ま た ､ 同 時に講堂を支援 して

い く ス タ ッ フ の 充実も大事な課題で あ ると考え て

い る
｡
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